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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】高コレステロール、高血圧、高脂血症、動脈硬
化、肥満、酸化的ストレス、臓器損傷および個体のこの
ような状態に関連するまたはこのような状態によって生
じる他の病気の管理において、防止または補助できる組
成物のための効果的なヤシの葉から抽出方法と抽出物の
提供。
【解決手段】ヤシ科の植物の葉を前処理する段階；極性
溶媒を用いて前処理葉を抽出する段階；前処理葉用いた
極性溶媒から前処理葉を除去する段階；および薬草抽出
物を得るために用いた極性溶媒を濃縮する段階を含む、
薬草抽出物を調製する方法、およびその使用。極性溶媒
が水、アルコール、アセトン、クロロホルムおよびいず
れかの組み合わせからなる群から選ばれたものである。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
心臓の保護効果、血漿総コレステロールの減少および抗高血圧機能を有する組成物であり
、ヤシ科の植物の葉からの極性溶媒を用いた抽出物を含む可飲食性の組成物。
【請求項２】
抽出物が濃縮された形で調製される、請求項１に記載の組成物。
【請求項３】
前記極性溶媒が、水、アルコール、アセトン、クロロホルムおよびそのいずれかの組み合
わせからなる群から選ばれる、請求項１または２に記載の組成物。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、高コレステロール、高血圧、高脂血症、動脈硬化、肥満、酸化的ストレス、
臓器損傷および個体のこのような状態に関連するまたはこのような状態によって生じる他
の病気の管理において該抽出物の使用または関連製品の使用によって防止または補助でき
るヤシの葉からの抽出物に関する。
【背景技術】
【０００２】
　心血管関連疾患は、近年の人口において増加する健康の関心事になりつつある。心血管
疾患の主な原因の１つは、悪い食習慣およびデスクワーク中心のライフスタイル、特にコ
レステロール、脂肪または過剰カロリーを含む食品の過剰消費である。毎日の身体活動お
よび運動の欠如が、更に病気の状態を進める。それにもかかわらず、家族性高コレステロ
ール血症、高血圧、肥満および糖尿病などの遺伝子異常もまた、外部環境因子のインター
ベンションに先立って遺伝的個体の心血管の問題の素因である。関連する心血管の問題の
治療および緩和のための商業的に利用できる多数の医薬製品があるが、個体の心血管疾患
の進行を防止することまたは心血管系を改善することのいずれかが可能な食事製品を、そ
のような調理済み製品の規則的使用により毎日採ることが理想的である。
【０００３】
　研究者らは、異なった植物種からの代謝物が心血管疾患を防止する証明された性質を含
むことを示した。その後、活性成分として植物の代謝物を含む異なった健康増進製品が開
発された。例えば、Ｖｉｌｌｏｏらは、特許出願ＷＯ２００６０９０１９８（特許文献１
）を出願し、その請求項の部分はアルジュナ（Ｔｅｒｍｉｎａｌｉａ　ａｒｊｕｎａ）の
植物からの抽出物を含む調理済み製品に関する。この出願は、アルジュナの抽出物が該抽
出物を消費する時に心血管疾患を治療できることを特許請求している。
【０００４】
　他の日本特許第９２０６０４３号（特許文献２）は、紅茶用の棕櫚（ｈｅｍｐ　ｐａｌ
ｍ）科の植物からの葉の調製のための単純な方法を採用する棕櫚茶を製造するための調製
および方法に関する他の出願を出願した。
【０００５】
　米国特許第２００７０３６８２１号（特許文献３）は、その抗血栓性のために消費され
る海藻からの抽出物に関する他の出願である。この出願は、該海藻からの抽出物をシリア
ル、パン、飲料、ヘルスバー、ジュース、濃縮物、缶詰、アイスクリームなどの食品の調
製に利用することを特許請求している。
【０００６】
　ブルガリア特許第１００６００号（特許文献４）は、心血管に関する変性性および虚血
性疾患の予防として消費される規定食を特許請求し、特許請求された効果を実施するため
の主な成分としてサンザシ抽出物および天然の蜂蜜から構成されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
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【特許文献１】国際特許出願ＷＯ２００６０９０１９８
【特許文献２】日本特許第９２０６０４３号
【特許文献３】米国特許第２００７０３６８２１号
【特許文献４】ブルガリア特許第１００６００号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　本発明は、これらの製品を使用することによって、心血管系を改善するために毎日の食
事に加えるのに適した植物抽出物または薬草抽出物を提供することを目的とする。
【０００９】
　本発明の更なる目的は、対象に前記薬草抽出物またはその誘導製品を経口投与すること
により、心血管系を改善するまたは心血管関連疾患（抗高血圧、抗動脈硬化、抗高コレス
テロール、抗肥満、抗高脂血症、抗酸化的、血管弛緩などの１つ以上の作用）を防止する
方法を開示することである。
【００１０】
　本発明の更に別の目的は、ヤシ（Ａｒｅｃａｃｅａｅ）科の葉から所望のフェノール化
合物／フラボノイドを単離するのに特に有用な抽出方法を開示することである。開示した
方法は、活性植物代謝物を単離でき、その心血管疾患の保護の治療効果を損なうことなく
、効率的な収率を提供する。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明の実施形態の１つが個体の心血管系の健康管理を促進する極性抽出溶媒を用いて
ヤシ科の植物の葉由来の抽出物を含む調理済み組成物である本発明によって、先述の目的
の少なくとも１つが全体的にまたは部分的に満たされる。
【００１２】
　調理済み組成物の更なる実施形態は、好適には抽出物が製品に便利に加えられ得るよう
な濃縮した形で調製されることである。
【００１３】
　ヤシ科の植物から所望の抽出物を効果的に単離するために、好適な極性抽出溶媒が、水
、アルコール、アセトン、クロロホルムおよびそのいずれかの組み合わせからなる群から
選ばれる。
【００１４】
　本発明の更なる実施形態は、対象の心血管系の健康管理を促進するための方法に関し、
その方法は有機抽出溶媒を用いてヤシ科の植物からの葉の抽出物の有効量を対象に経口投
与する段階を含む。
【００１５】
　本発明はまた、ヤシ科の植物由来の乾燥葉を極性溶媒中に浸漬する段階；該浸漬した乾
燥葉を極性溶媒から除去する段階；および極性溶媒を濃縮して薬草抽出物を得る段階を含
む薬草抽出物の調製法を開示する。
【００１６】
　同様に、抽出において効率的であることが見出された極性溶媒は、水、アルコール、ア
セトンおよびクロロホルムのいずれか１つまたは組み合わせである。
【００１７】
　抽出効率を改善するための更なる実施形態は、極性抽出溶媒中に浸漬する前に乾燥葉を
小片に分断またはペーストまたは粉末の形に粉砕する前処理段階を含む。
【００１８】

　本発明の更に他の実施形態において、ヤシ科の植物の葉は、好適にはギニアアブラヤシ
（Ｅｌａｅｉｓ　ｇｕｉｎｅｅｎｓｉｓ）、アメリカアブラヤシ（Ｅｌａｅｉｓ　ｏｌｅ
ｉｆｅｒａ）、ナツメヤシ（Ｐｈｏｅｎｉｘ　ｄａｃｔｙｌｉｆｅｒａ）およびＣｏｃｏ
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ｓ　ｎｕｃｉｆｅｒａ（ココヤシ）のいずれか１つからまたは組み合わせから得られるが
、これらに限定されない。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】試験したＳｐｒａｇｕｅ　Ｄｒａｗｌｅｙラットの実験の異なる間隔における体
重を示すグラフである。
【図２（ａ）】高血圧を誘発するためにＮω－ニトロ－Ｌ－アルギニンメチルエステル（
Ｌ－ＮＡＭＥ）で処理された試験されたラット群に投与された製品の抗高血圧効果を示す
グラフである。
【図２（ｂ）】高血圧が誘発されなかった正常な試験ラット群に投与された調理済み製品
に降圧作用および毒性がないことを示すグラフである。（本発明の詳細な説明）
【００２０】
　当業者は、本発明が目的を実施し、結果および挙げられた利点およびその点で固有なも
のを得るためによく適応されることを容易に理解するであろう。本明細書に記載する実施
形態は本発明の範囲の制限を意図するものではない。
【００２１】
　本明細書を通して用いられる用語’心血管系の健康管理の促進’は、抗高血圧、抗動脈
硬化、抗高コレステロール、抗肥満、抗高脂血症、抗酸化、血管弛緩などの１つ以上の作
用を意味する。先述の作用は、他の成分、投与される対象の年齢、性別などと組み合わせ
て、異なる摂取量または用量、抽出物の供給の形態で開始され得る。
【００２２】
　本明細書を通して使用される用語’薬学的に有効な量’は、対象に対して毒性作用なし
に、または最小の毒性作用で所望の作用の引き金になる対象に経口投与される活性成分、
即ち抽出物の量を意味する。当業者は、有効量か年齢、性別、病気の状態、人種、体重、
抽出物の製剤、製剤中の他の活性成分の利用性などの外部因子のために個々に変化し得る
ことを知るべきである。
【００２３】
　本発明の好適な実施形態に関して、ヤシ科の植物からの薬草抽出物の調製方法を開示す
る。該方法は、基本的にヤシ科の植物からの葉の前処理；極性溶媒を用いて前処理葉から
の抽出；使用した極性溶媒からの前処理葉の除去；および使用した極性溶媒を濃縮して薬
草抽出物を得る段階を含む。開示の方法は、対象の経口摂取時に心血管系に対して治療作
用または健康促進作用を提供する好ましいフェノール化合物／フラボノイド、ペプチドま
たは活性代謝物を単離するのに有効であることが見出される。
【００２４】
　開示した方法の他の好適な実施形態によれば、葉は、抽出にかける前に前処理される。
前処理プロセスは、葉の表面に捕獲された汚染または物理的汚染物質を清浄するための洗
浄段階を含み得る。他の前処理段階は、好適には本技術分野のいずれかの公知の手段また
は方法よって葉の水分含量を減らし、抽出速度および収量を改善する。好適な実施形態に
おいて、葉は４０－１２０℃でオーブン中で乾燥される。乾燥温度は、あまりに高く設定
されるべきではない。何故ならば、そのような温度は葉の中に含まれる活性代謝物および
フェノール化合物／フラボノイドを分解する可能性があるからである。好適な温度は、４
０℃から６０℃の範囲であろう。
【００２５】
　採用され得る他の前処理段階は、浸漬段階に先立つ乾燥葉の小断片への調製またはペー
ストまたは粉末への粉砕である。断片化部分または粉砕された葉は極性抽出溶媒に曝露さ
れる乾燥葉の利用できる接触表面を大きく増加でき、従って、抽出法の速度および収量を
増加する。可能ならば、前処理葉は極性抽出溶媒の異なる種類を用いる抽出の複数の機会
にかけ最適な収量を得てよい。
【００２６】
　前処理葉の極性抽出溶媒への単なる浸漬は、抽出溶媒の極性引力により好適なフェノー
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ル化合物／フラボノイドの抽出を可能にするが、このプロセスは、抽出が行われる期間中
、抽出溶媒および前処理葉の両方の抽出混合物の攪拌または、熱および圧力の使用により
加速され得る。葉から抽出物されたフェノール化合物／フラボノイドは、主にポリフェノ
ール、小さなペプチドおよび他の生物活性化合物から構成されていることに留意すること
が重要である。
【００２７】
　従って、抽出の効率は抽出溶媒中のｐＨの変化に対して敏感である。開示した方法の最
も好適な実施形態において、抽出内容のｐＨは、最適収量および抽出速度を達成するため
にｐＨは１から１０、最も好適にはｐＨ３から８の範囲内であるものとする。好適には、
抽出溶媒のｐＨは、抽出溶媒のｐＨが反応に有利なことを保証するために抽出の間、綿密
に観察される。ｐＨのいずれかの移動は、塩酸、水酸化ナトリウムなどのｐＨ調節剤を用
いて好適な範囲に調整され戻され得る。更に、抽出系に熱エネルギーの適切な量を適用す
ることは、抽出速度および収量を増大する他の可能な方法である。用いられる極性溶媒に
よって、加熱は、４０℃から１２０℃の範囲内が最も好適である。加熱の高温において変
性が起こる可能性があることを考慮に入れるべきである。
【００２８】
　好適な実施形態における開示された方法に用いられる葉は、ギニアアブラヤシ、アメリ
カアブラヤシ、ナツメヤシおよびココヤシの植物種に由来するが、これらに限定されない
ことに留意することが重要である。
【００２９】
　上述の植物種から得られる抽出物は、味および香りにおいて心地よく、従って特に調理
済みの製品に加えられるのに適している。
【００３０】
　開示された方法の更なる実施形態に従って、好適に用いられる極性抽出溶媒は、水、ア
ルコール、アセトンおよびクロロホルムのいずれか１つまたは組み合わせであるが、これ
らに限定されない。葉から抽出される所望のフェノール化合物／フラボノイドは、主とし
てポリフェノールおよび小さなペプチドで構成されているが、これらに限定されない。こ
れらのフェノール化合物／フラボノイドの高い極性のために、植物マトリックスからこれ
らの所望の化合物を抽出するのに極性溶媒が有効であることが見出されている。極性抽出
溶媒の有効量を用いて最適収量を得るために、前処理葉の極性抽出溶媒に対する比率は、
好適には１－３：６－１０（ｗ／ｖ）である。
【００３１】
　好適には、抽出に付された後前処理葉は、処分のための本技術分野のいずれかの公知の
手段および方法で分離され得る。真空濾過は、通常利用されるので、最も好適である。同
様に、異なる方法によって、極性抽出溶媒フェノール化合物／フラボノイドを濃縮するた
めの用いた極性抽出溶媒の蒸発が行われ得る。例えば、熱エネルギーまたは真空乾燥を用
いる使用した抽出溶媒の乾燥。使用した抽出極性溶媒の消散によるフェノール化合物／フ
ラボノイドの濃縮はフェノール化合物／フラボノイドがペーストまたは粉末状に濃縮され
る段階に最後に到達する。フェノール化合物／フラボノイド抽出物のこのペーストまたは
粉末状はついで様々な用途に用いられ得る。
【００３２】
　極性抽出溶媒を用いたヤシ科の植物の葉からの抽出物を含む、個体の心血管系の健康管
理を促進する調理済み組成物を含む本発明の他の実施形態に注意を向ける。本明細書に挙
げる調理済み製品は、パン、うどん、糖菓、チョコレート、飲料などのいずれかの通常毎
日消費される加工食品であり得る。
【００３３】
　当業者は、前記抽出物が、食品加工のコース中に加工された調理済み製品中に加えられ
得ることを理解するであろう。従って、それについてのいずれかの修飾は本発明の範囲か
ら逸脱しないであろう。
【００３４】
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　上の記述に規定したように、抽出物の調製に用いられる葉は、ヤシ科の植物から得られ
る。より好適には、該植物は、ギニアアブラヤシ、アメリカアブラヤシ、ナツメヤシおよ
びココヤシの植物のいずれか１つまたは組み合わせであるがこれらに限定されない。本発
明の発明者は、先述の種から得られる抽出物が、得られた抽出物を調理済み製品に最少の
精製プロセスを加えて居心地良く加えられる心地のよい味および香りの両方を有すること
を見出した。
【００３５】
　好適な実施形態によると、調理済み製品に加えられる抽出物は、先に開示した方法にだ
け限定されないいずれかの既知の方法から得られ得る。他の実施形態によれば、抽出物は
、濃縮形で調製され、好適には抽出物が調理済み製品の様々な製剤に調製されることを可
能にするペーストまたは粉末状である。
【００３６】
　好適な実施形態に沿って、抽出物は極性抽出溶媒に感受性のある植物代謝物であるもの
とする。心血管系の健康促進性を有するフェノール化合物／フラボノイドおよび小さなペ
プチドは、葉中の高い極性のそのような代謝物である。従って、ヤシ科の植物の葉からの
抽出物は、好適には水、アルコール、アセトン、クロロホルムおよびそのいずれかの組み
合わせの極性抽出溶媒から得られる。
【００３７】
　抽出物の心血管系の健康管理促進の顕著な性質の観点において、本発明の更なる実施形
態は、極性抽出溶媒を用いてヤシ科の植物からの葉の抽出物の有効量を経口で対象に投与
する段階を含む対象における心血管系の健康管理を促進する方法を含む。
実施された実験から、この実施形態に採用された抽出物が抗高血圧、抗酸化的、抗動脈硬
化、抗高コレステロール、抗高脂血症、抗肥満、血管弛緩および類似の作用を示すことは
明らかである。更に、ヤシ科の植物は、ギニアアブラヤシ、アメリカアブラヤシ、ナツメ
ヤシおよびココヤシのいずれか１つまたは組み合わせであるが、これらに限定されない。
【００３８】
　抽出物を摂取すると、摂取した成分は、心血管疾患の発展または前進を防止する予防と
して作用するだけでなく、病気の状態を軽減または治癒さえする治療組成物としても作用
する。
【発明を実施するための形態】
【００３９】
　次の実施例は、本発明がここに記載した具体的な実施形態に制限されるなんらの意図な
しに、本発明を更に説明することを意図する。
【実施例１】
【００４０】
　抽出条件は以下のように実施された：
　油ヤシの葉を集め、清浄、水洗および小片に切断し、および４０℃で一晩オーブン乾燥
した。乾燥物をブレンダーを用いて粉砕し、抽出物アルコール（１：１０ｖ／ｖ）で３回
およびアセトンまたはクロロホルムおよびアルコールの混合物で３回抽出した。ポリフェ
ノール抽出の媒体として他の溶媒を用い得る。これは、固体マトリックス（植物組織）か
ら液体マトリックス（溶媒）を用いて拡散により可溶性フェノール化合物を分離するため
に設計されたプロセスである。フラボン、フラボノールおよびカテキンの抽出において、
アルコール、クロロホルムおよびアセトンは、良好な収量を与えた。抽出は数回行った。
合わせた抽出物を４０℃で真空乾燥し、使用まで貯蔵した。
【実施例２】
【００４１】
　抗高血圧、抗動脈硬化、抗高コレステロール、抗肥満、抗高脂血症、抗酸化的および臓
器保護性の評価をヤシの葉の異なる種類からの異なる製品について実施した。
【００４２】
　ヤシの葉抽出物およびヤシの葉機能性成分の抗肥満、抗脂血症、抗高コレステロール、
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および抗動脈硬化の性質を記載する。ヤシの葉抽出物およびヤシの葉機能性成分で補給さ
れた高コレステロール食で１２週間飼育した動物は、低い体重増加、低い総血漿コレステ
ロール（ＴＣ）５低い血漿トリグリセリド（ＴＧ）および低い悪玉低密度リポ蛋白質コレ
ステロールおよび低い血漿マロンジアルデヒド（ＭＤＡ）（これらは、蛋白質、ＤＮＡお
よび細胞膜と反応し得、更なる臓器および組織損傷（図１および表１）を生じる脂質酸化
物である。ヤシの葉抽出物およびヤシの葉機能性成分具体的には油ヤシの葉で補給された
高コレステロール食動物は、高コレステロール食だけの動物と比べて、血漿善玉高密度リ
ポ蛋白質コレステロール（ＨＤＬ－Ｃ）の増加傾向、および低いＡＩ（アテローム指数）
を示した。これらのヤシの葉抽出物（インスタントおよび薬草茶の両方）およびヤシの葉
機能性成分は、変性性疾患のリスクを減らすための機能性飲料ヤシ抽出物およびヤシの葉
機能性成分としての使用に関して、顕著な抗肥満、抗高脂血症、抗酸化的、低アテローム
指数、抗高コレステロール作用、抗高血圧および臓器保護作用を示した。
【００４３】
　高コレステロール食（Ｃ）単独で飼育された動物（表１）と比べて、ヤシの葉抽出物お
よびヤシの葉機能性成分で補給された動物は、低い体重増加を示した。ヤシの葉抽出物お
よびヤシの葉機能性成分で補給された正常食餌の動物は、正常食餌の動物と比べて顕著な
体重増加に違いはなく、これはこれらのヤシの葉抽出物およびヤシの葉機能性成分が正常
な健康な動物の体重を顕著に増加または減少しないことを示唆している。
【００４４】

　高コレステロール食（Ｃ）で飼育した動物は、血漿ＴＣが６週間中に６７％および１２
週間中に８３％だけ増加し、これは正常な対照動物（Ｎ）よりも顕著に高かった。ヤシの
葉抽出物およびヤシの葉機能性成分で補給された高コレステロール食で飼育した動物は、
高コレステロール食（Ｃ）単独で飼育した動物と比べて低い血漿ＴＣ価（６１％だけ低い
）を示した。
【００４５】
　ヤシの葉抽出物およびヤシの葉機能性成分（ＮＥ、ＮＣおよびＮＳ）で補給された正常
動物の血漿ＴＣ値は、対照の食餌（Ｎ）で飼育された動物と顕著な違いを示さなかった。
実験の始めから終わりまで（１２週間）高コレステロール食単独（Ｃ）で飼育された動物
の血漿ＴＧ濃度の増加があった。１２週間後、ヤシの葉抽出物およびヤシの葉機能性成分
で補給された高コレステロール食で飼育した動物は、補給（Ｃ）しない動物と比べて－６
６％の顕著な低血漿ＴＧ濃度を示した。
【００４６】
　表１は、ヤシの葉抽出物およびヤシの葉機能性成分（ＣＥ）で補給された高コレステロ
ールで飼育した動物の血漿ＨＤＬ－Ｃは、高コレステロール食単独（Ｃ）よりも顕著に高
かったことを示す。ヤシの葉抽出物およびヤシの葉機能性成分で補給された高コレステロ
ール飼育動物の血漿ＨＤＬ－Ｃは、高コレステロール食（Ｃ）単独に比べて、６０％の顕
著な増加を示した。高コレステロール群（Ｃ）は、対照群（Ｎ）に比べて顕著に高いＬＤ
Ｌ－Ｃ濃度を示した。ヤシの葉抽出物およびヤシの葉機能性成分で補給された高コレステ
ロール飼育動物の血漿ＬＤＬ－Ｃは、高コレステロール食（Ｃ）単独で飼育された動物に
比べて－６１％の顕著な減少を示した。
【００４７】
　データは、ヤシの葉抽出物およびヤシの葉機能性成分で補給された高コレステロール食
で飼育された動物は血漿ＴＣおよびＬＤＬ－Ｃの濃度が低下していることを示した。更に
その結果は、ヤシの葉抽出物およびヤシの葉機能性成分（特に油ヤシの葉）で補給された
高コレステロール食で飼育された動物は、高コレステロール食（Ｃ）単独で飼育された動
物と比べてＨＤＬ－Ｃの濃度が増加したことを示した。ヤシの葉薬草茶で補給された高コ
レステロール食は、ヤシの葉抽出物およびヤシの葉機能性成分で補給されていない高コレ
ステロール群と比べて、血漿ＨＤＬ－Ｃの増加、ＴＧの低下、ＬＤＬ－Ｃ濃度の低下およ
び低アテローム指数（ＡＩ）の傾向を示した。
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【００４８】
　ＬＤＬ－Ｃ／ＨＤＬ－Ｃの比で表わされるアテローム指数（表１）は、高コレステロー
ル食単独と比べて、ヤシの葉抽出物およびヤシの葉機能性成分で補給された高コレステロ
ール食で顕著に減少した。これらの効果は、これらの指数の観察された減少がヤシの葉抽
出物およびヤシの葉機能性成分が、動脈硬化およびＣＶＤに対するリスクを低下する重要
な保護の役割を果たすことを示すので有益である。
【００４９】
　高コレステロール食（Ｃ）で飼育した動物は、対照動物（Ｎ）と比べて、高いＭＤＡ濃
度、特に週１２におけるＭＤＡの上昇を示した。ヤシの葉抽出物およびヤシの葉機能性成
分で補給された高コレステロール食で飼育された動物は、補給（Ｃ）されていない動物と
比べて、１２週後に顕著に低いＭＤＡ濃度を示し、これらのヤシの葉抽出物およびヤシの
葉機能性成分は脂質の過酸化を遅らせることを示している。最終製品ＭＤＡによって示さ
れる高い脂質の過酸化は、フリーラジカルおよび酸化状態による高い酸化的傷害に関係し
ている。
〈表１〉

＊－ｐ＜０．０５ｖｓＮ対照、＃－ｐ＜０．０５ｖｓＣ対照
【実施例３】
【００５０】
　ヤシの葉抽出物およびヤシの葉機能性成分の抗酸化性を表２、３および４に記す。
　表２は、高血圧動物（ＳＨＲ）の赤血球ＳＯＤ、ＧＳＨ－Ｐｘ５およびＣＡＴ活性が、
対照正常血圧動物（Ｎ）と比べて顕著に増加したことを示し、動物の増加した酸化状態を
示している。ヤシの葉抽出物およびヤシの葉機能性成分で補給された高血圧動物（ＳＨＲ
）、（ＳＨＲ＋ＯＰＬＥ）は、顕著な減少した赤血球ＳＯＤ、ＧＳＨ－Ｐｘ、およびＣＡ
Ｔ活性を示し、それを正常血圧動物の正常濃度近くに戻す。ＳＯＤ、ＧＳＨ－Ｐｘ、およ
びＣＡＴは、酸化的ストレスに対する抗酸化酵素防御の最前線であり、反応性酸素を過酸
化水素および水に変換する。ＳＯＤ、ＧＳＨ－Ｐｘ５およびＣＡＴの低下した活性は、油
ヤシの葉抽出物で補給された高血圧動物における減少した酸化的ストレスを示す。同様な
結果が、高血圧によって最も普通に影響される臓器、即ち腎臓、心臓および脳で観察され
る。
〈表２〉
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　対照＝正常血圧動物；ＯＰＬＥ＝ヤシの葉抽出物で処理された正常血圧動物；カプトプ
リル＝カプトプリルで処理された正常血圧動物；ＳＨＲ＝自然発生／遺伝的高血圧動物；
ＳＨＲ＋ＯＰＬＥ＝ＯＰＬＥで処理されたＳＨＲ；ＳＨＲ＋カプトプリル＝カプトプリル
で処理されたＳＨＲ＊Ｐ＜０．０５ｖｓ正常血圧対照；＃Ｐ＜０．０５ｖｓ高血圧ＳＨＲ
〈表３〉

　対照＝正常血圧動物；ＯＰＬＥ＝ヤシの葉抽出物で処理された正常血圧動物；カプトプ
リル＝カプトプリルで処理された正常血圧動物；ＳＨＲ＝自然発生／遺伝的高血圧動物；
ＳＨＲ＋ＯＰＬＥ＝ＯＰＬＥで処理されたＳＨＲ；ＳＨＲ＋カプトプリル＝カプトプリル
で処理されたＳＨＲ＊Ｐ＜０．０５ｖｓ正常血圧対照；＃Ｐ＜０．０５ｖｓ高血圧ＳＨＲ
【実施例４】
【００５１】
　Ｌ－ＮＡＭＥ誘発高血圧動物へのヤシの葉薬草茶（インスタントおよび葉の両方）抽出
物およびヤシの葉機能性成分の抗高血圧および保護的性質を下図２に示す。
　血圧
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　図２は、Ｌ－ＮＡＭＥ誘発高血圧群における血圧のデータを纏める。オリジナルのヤシ
の葉抽出物（ＯＰＬＥ）の同時投与によって顕著に軽減したＬ－ＮＡＭＥ誘発時間依存性
血圧上昇の治療。
　収縮期血圧（ＳＢＰ）は、Ｌ－ＮＡＭＥ＋ＯＰＬＥ動物で週１直後から試験を通して低
く、ＯＰＬＥで治療されていない動物における値に対して、正常範囲（＜１４０ｍｍＨｇ
）内に留まった。軽減は、Ｌ－ＮＡＭＥ＋抗高血圧薬カプトプリルおよび対照正常血圧動
物のそれらと類似していた。
　しかし、収縮期血圧は、ＯＰＬＥで補給された正常血圧動物で低下しなかった。（図２
）
【実施例５】
【００５２】
　ヤシの葉抽出物およびヤシの葉機能性成分の心臓および腎臓への臓器保護性を下表４に
示す。
　ＳＨＲ群はすべて、対照に比べて顕著に低い体重を有した。腎臓／体重は、すべての群
で同様であった。Ｌ－ＮＡＭＥ＋ＯＰＬＥラットにおける心臓／体重値は、Ｌ－ＮＡＭＥ
ラットのそれらと顕著に異ならなかった。しかし、Ｌ－ＮＡＭＥ＋カプトプリルラットは
、Ｌ－ＮＡＭＥに比べ心臓／体重比は低かった。ＳＨＲおよびＳＨＲ＋カプトプリルの心
臓／体重比は、対照ラットのそれより顕著に高かったが、ＳＨＲ＋ＯＰＬＥラットにおい
て、その比は、ＳＨＲのそれより顕著に低く、対照ラットと類似していた。
〈表４〉

　Ｌ－ＮＡＭＥ＝Ｎω－ニトロ－Ｌ－アルギニンメチルエステル；データは、平均±ＳＥ
Ｍで示す。
　＊Ｐ＜０．０５ｖｓＬ－ＮＡＭＥ誘発高血圧ラット
　＃Ｐ＜０．０５ｖｓ正常血圧対照
　＋Ｐ＜０．０５ｖｓＳＨＲ（自然発生／遺伝的高血圧ラット）
　表４
【実施例６】
【００５３】
　ヤシの葉抽出物およびヤシの葉機能性成分の有益な血管弛緩酸化窒素増強効果
　表５に実験ラットの血清で測定した酸化窒素値を纏める。週６において、Ｌ－ＮＡＭＥ
およびＬ－ＮＡＭＥ＋ＯＰＬＥラットで、対照ラッに比べ酸化窒素（ＮＯ）濃度は顕著に
減少した。ＮＯは、Ｌ－ＮＡＭＥ＋ＯＰＬＥラットで、Ｌ－ＮＡＭＥラットの値と比べて
、僅かに増加した。しかし、８週までに、血清ＮＯは、Ｌ－ＮＡＭＥおよびＬ－ＮＡＭＥ
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。Ｌ－ＮＡＭＥ＋ＯＰＬＥラットで、Ｌ－ＮＡＭＥラットと比べてＮＯの部分的な増加が
あるが、顕著でなかった。ＳＨＲ＋ＯＰＬＥラットで、ＳＨＲおよび対照ラットに比べて
酸化窒素濃度が顕著に増加した。本試験の終了までに、ＳＨＲ＋カプトプリル群だけが、
対照ラットに対して顕著に高い酸化窒素濃度を有した。
〈表５〉

　ＳＨＲ＝自然発生高血圧ラット；＋Ｐ＜０．０５ｖｓ対照；＊Ｐ＜０．０５ｖｓＬ－Ｎ
ＡＭＥ；＃Ｐ＜０．０５ｖｓＳＨＲ
【００５４】
　本発明は、他の具体的な形で実施されてよく、上述の実施形態だけに限定されないこと
を理解すべきである。しかし、当業者が容易に想起する、開示したコンセプトの変更およ
び等価物が本明細書に添付する請求項１に記載の範囲に含まれることが意図される。

【図１】
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